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が進んでいるように見えた。向いておらず、南北方向に配置され
ており、住棟間に共有の庭を置くこ
とで一定の間隔を置き並べられてい
た。これは日照と通気を考慮した配
置となっており、快適で健康によい
集合住宅の暮らしが送れるよう配慮
されている。店舗や学校、図書館な
どを含め建設され、イギリスで初め
て総合的コミュニティとして建設さ
れた。
□団地建設の手法
　ウッドベリーダウン団地は、以下
の再生手法を採用している。
1. 街路網の再配置
2. 小街区の形成
3. 街区型建築の配置
4. 多くの組織のパートナーシップ
□建替え途中の姿
　調査時点では、再生前の既存住棟
の大半が残っており、一部先行区域
のみが建替え工事中であった。建替
え済みの住棟は無かった。
　既存住棟は、複数の年代が混在し
ており、古いものはレンガ造であり、
新しいものは RC パネルで作られて
いたが、RC パネル住棟の方が傷み

□概要　
　ウッドベリーダウン団地は、ロン
ドン北東部に位置する中層住棟を並
行配置させて建設された大規模な団
地である。調査時点で建替え事業が
進行中であり、今後は全面的な建替
えによる大規模な再生事業が行われ
る予定である（図 1、図 2、図 3）。

□再生前の状況
　ウッドベリー・ダウン団地は戦争
の翌年の 1946 〜 54 年にかけて建
設された。住棟こそは戦間期と同様
なものであったが、配置計画はイギ
リスの伝統的手法を打ち破る革新的
なものであり、近代様式を導入した
初めての例であった。
　8 ～ 9 階の高層住宅は幹線道路に

図 1. ウッドベリーダウン団地位置図（GoogleMapに加筆）

図 2. ウッドベリーダウン団地配置図

図 5. 解体と建設が進む再生途中の状況

図 6. 傷みが目立つ RCパネル住棟（左）

図 7. 再生事業のパートナーシップ

図 3. ウッドベリーダウン団地航空写真（GoogleMapに加筆）

図 4. 調査時点での進捗がわかる現地での配置図
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□現状を確認して
×東西に走る幹線道路によって団地
　を分断されている（図 8)。
△近代主義に基づいた住棟の並行配
　置だが、周囲との関係性を持ち得
　ていない（図 9）。
○戦後直後の建設だが、住棟自体は
　それほど老朽化していないように
　見えた（図 9）。
△高層住棟に批判的なロンドンにお
　いて、郊外団地でこれほどの高層
　住棟が建設される事に驚かされた
　（図 10）。
△並行配置の住棟の間は、交互にエ
　ントランス・アプローチ空間と緑
　地空間が配置されている
　（図 11、　12）。
×緑地空間になっている住棟間の空
　間は、管理主体が明確ではなく、
　使われていなかった（図 11）。
×また、専用庭の配置も無く、住戸
　と緑地空間の関係性が弱いものに
　なっていた（図 11）。
×エントランス・アプローチ空間に
　なっている住棟間の空間は、車路
　と駐車場となっており、居住者の
　屋外活動を行える場所になってい
　なかった（図 12）。
△最も古い建設と思われるレンガ造
　の中層住棟では、改修工事が行わ
　れていた。団地建替えのマスター
　プランがある中での改修工事に疑
　問を感じた（図 13）。
○多くの組織のパートナーシップに
　よって再生事業が取り組まれてい
　る（図 7）。
△再生事業のマスタープランでは、
　団地全体を建替えて街区型のまち
　へ変える事になっているが、現在
　の既存住棟ではヴァンダリズム等
　は起きておらず大きな問題が無く
　感じられた（図 14）。

注：写真は全て倉知徹撮影
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図 8. 幹線道路と団地との関係性 図 11. 住棟間の緑地空間

図 10. 建設が進む高層棟 図 13. 改修工事中のレンガ造の中層住棟

図 14. ウッドベリーダウン団地の再生マスタープラン 1）

図 9. 並行配置される住棟群 図 12. 住棟間の駐車場空間


